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薄毛治療のアイランドタワークリニックグループ（本院所在地：東京都新宿区西新宿 6-5-1 

アイランドタワー5F ）は、2017 年 9 月に、20 代~50 代の男女 34,500 名を対象に、インタ

ーネット調査にて実施した『薄毛』に関するアンケート」の結果を発表いたします。 

 

■日本の『薄毛』に関するアンケート調査リリース企画について 

 本企画は、2017年 9月 11日(月)～2017年 09月 15日(金)に実施した薄毛アンケートを元

に、調査結果を開示するもので、今後も隔週でリリースを配信してまいります。 

 

1.調査サマリー 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

2.調査概要 

■調査日   : 2017年 9月 11日(月)～2017年 09月 15日(金) 

■調査方法 :インターネット調査 

■調査人数 : 1000名 

※20代～50代の男性 33,500名より、「薄毛に悩んでいる（悩んだことがある）」と回答した

男性を各世代 250名ずつ抽出（20代: 250名、30代:250名、40代:250名、50代:250名） 

 

※本リリースの調査結果・グラフをご利用いただく際は、必ず【アイランドタワークリニック調

べ】とご明記ください。 

 

 

 

 

 

 

 

～アイランドタワークリニック調査レポート Vol.３～ 

【日本の薄毛の実態調査】 
 「薄毛であることを隠したい」派は全体の 35.2％ 

「薄毛のことを気づかれたくない相手」1 位は“職場の異性” 

① 薄毛であることを隠したい派は、全体の 35.2% 

年代があがれば、オープン度合いは高まる 

 

 

 

 

 

 

 

② 周囲からの認知状況は「知られていると思う」が 80.4％ 

「薄毛のことを気づかれたくない相手」1 位は“職場の異性” 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

薄毛に悩む男性 1000名に、薄毛に関する周囲とのコミュニケーションについて聞いたところ以

下のような結果がでた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※オープンの定義＝「会話に出てもかまわない」、「気付かれてもかまわない」  

 

薄毛に関する周囲とのコミュニケーション 

全体平均で、「薄毛であることを気付かれてもかまわない」オープン派が 64.8%で、「薄毛であ

ることを気付かれたくない」隠したい派は 35.2%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また年代別に見ると、オープン派のスコアは 20代が 61.7%、30代が 60.4%と低く、40代

が 65.6%、50代が 72.3%と上昇する。年代が上がるほどにオープン度合いが高まり、20 代・

30 代は比較的“隠したい派”が多い傾向がでた。 

 

 

薄毛であることを隠したい派は、全体の 35.2% 

年代があがれば、オープン度合いは高まる 1 



 

 

 

 

 

 

周囲からの認知状況 

また、ご自身の薄毛に関する周囲からの認知状況を聞いたところ、全体平均で、「気づかれて

いると思う」が、80.4%がおり、「気づかれていないと思う」方は 19.6%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世代別に見ると、「知られていると思う」が 20 代では 70％、30 代では 78.6％、40 代では

83.3％、50 代では 90.4％と、年代が上がる毎に周囲から気づかれている意識が強く出る傾向

が出た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲からの認知状況は「知られていると思う」が 80.4％ 

「薄毛のことを知られたくない相手」1 位は“職場の異性” 
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薄毛のことを指摘された経験  

 さらに、薄毛の方と周囲との関係性における質問をしたところ、それぞれ以下のような結果が

でた。 

■「薄毛のことを指摘されたことがある相手」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体平均で「薄毛のことを指摘されたことがある相手」1位は親 34.6%、2位：配偶者 22.5%、

3位：同性の友人 20.0%であった。 

 

■「薄毛のことを相談したい相手」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「薄毛のことを相談したい相手」では親 12.6%を上回り、配偶者 14.4%が 1位であった。3

位は同性の友人 11.5%。 

 

■「薄毛のことを知られたくない相手」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「薄毛のことを知られたくない相手」は1位：異性の職場の人16.6%、2位：異性の友人16.3%、

3位：恋人 11.1%。  

 

※各世代別データもご用意しておりますため、ご希望の方は本リリース問い合わせ先より、ご

連絡をお願いいたします。 

1位 親 34.6%

2位 配偶者 22.5%

3位 同性の友人 20.0%

1位 配偶者 14.4%

2位 親 12.4%

3位 同性の友人 11.5%

1位 異性（職場） 16.6%

2位 異性（友人） 16.3%

3位 恋人 11.1%


